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同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
開
催
！

～
参
加
者
増
大
で
盛
大
に
～

去
る
十
月
二
十
日
、
二
〇
〇
六
年

度
の
北
星
学
園
大
学
同
窓
会
総
会
・

懇
親
会
が
、
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
後
五
時
三
十
分
か
ら

白
雲
の
間
に
お
い
て
定
期
総
会
が
行

わ
れ
、
議
長
に
伊
藤
修
さ
ん
（
一
九

九
〇
年
経
済
学
科
卒
）、書
記
に
小
笹

里
奈
さ
ん
（
二
〇
〇
六
年
心
理
・
応

用
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
卒
）

を
選
出
し
、
三
議
案
に
つ
い
て
協
議

さ
れ
ま
し
た
。

議
案
一
『
二
〇
〇
六
年
度
活
動
報

告
・
会
計
決
算
報
告
及
び
会
計
監
査

報
告
』
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

担
当
者
か
ら
説
明
・
報
告
が
な
さ
れ
、

提
案
ど
お
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
二
『
役
員
の
改
選
に
つ
い

て
』
は
、
原
案
ど
お
り
了
承
さ
れ
ま

し
た
。

議
案
三
の
『
二
〇
〇
七
年
度
活
動

計
画
・
会
計
予
算
』
の
協
議
で
は
、

例
年
行
っ
て
い
る
事
業
の
継
続
に
加

え
、
釧
路
支
部
二
十
周
年
行
事
補
助

活
動
に
つ
い
て
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
四
の
『
北
星
学
園
大
学
同
窓

会
会
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
』は
、

原
案
ど
お
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
西
ホ
ー
ル
に
会
場

を
移
し
て
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
中
川
知
美
さ
ん
（
一

九
九
一
年
経
営
情
報
学
科
卒
）
に
よ

る
司
会
進
行
の
も
と
、
遠
藤
憲
一
会

長
、
杉
本
拓
理
事
長
、
金
井
新
二
学

長
の
挨
拶
に
続
き
、
田
村
信
一
副
学

長
の
乾
杯
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。
今

回
は
、
同
窓
会
東
京
支
部
の
方
々
が

母
校
再
訪
の
旅
と
し
て
札
幌
に
駆
け

つ
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、

参
加
者
が
例
年
よ
り
も
増
大
し
、
一

〇
〇
名
を
越
え
る
各
学
部
学
科
の
同

窓
会
会
員
を
は
じ
め
、
招
待
教
員
と

し
て
い
ら
し
て
く
だ
さ
っ
た
永
田
勝

彦
先
生
、
小
野
寺
萬
寿
郎
先
生
、
加

藤
力
也
先
生
、
退
職
さ
れ
た
教
員
の

石
川
恒
夫
先
生
が
ご
出
席
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
現
職
の
教
職
員
の

方
々
も
数
多
く
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
北
星
学
園
大
学

短
期
大
学
部
同
窓
会
か
ら
は
高
谷
尚

子
会
長
を
は
じ
め
、
小
村
知
江
子
副

会
長
、
松
島
智
子
副
会
長
、
諏
訪
か

よ
子
道
北
支
部
長
に
も
ご
出
席
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

懇
親
会
の
中
で
は
、
懐
か
し
い
招

待
の
先
生
の
ご
挨
拶
、
各
支
部
長
・

支
部
長
代
理
に
よ
る
支
部
活
動
報

告
、
同
窓
会
奨
励
生
の
紹
介
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年
度
も

同
窓
会
表
彰
授
与
が
行
わ
れ
、
同
窓

会
の
活
動
に
長
く
寄
与
さ
れ
た
同
窓

生
七
名
が
表
彰
さ
れ
、
代
表
し
て
阿

知
良
俊
一
さ
ん
（
一
九
七
〇
年
社
会

福
祉
学
科
卒
）・
二
ツ
川
憲
昭
さ
ん

（
一
九
七
二
年
社
会
福
祉
学
科
卒
）・

前
田
克
利
さ
ん
（
一
九
九
一
年
経
済

学
科
卒
）
の
三
名
へ
表
彰
状
と
記
念

品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、経
済

学
部
鈴
木
克
典
教
授
よ
り
、
ゼ
ミ
生

が
開
発
に
携
わ
っ
た
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ

「
Ｈ
Ａ
‐
Ｒ
Ｕ（
ハ
ル
）」の
紹
介
、
経

済
学
部
西
脇
隆
二
教
授
よ
り
、
経
営

情
報
学
科
で
製
作
し
た
「
北
星
ビ
ジ

ネ
ス
通
信
」の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。

「
Ｈ
Ａ
‐
Ｒ
Ｕ
」は
、
は
ま
や
（
ハ
マ

株
式
会
社
）
社
長
の
佐
渡
宏
樹
さ
ん

（
一
九
六
九
年
会
社
福
祉
学
科
卒
）

の
ご
好
意
に
よ
り
、
当
日
参
加
者
の

皆
様
に
試
食
品
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

終
始
和
や
か
に
会
は
進
み
、
相
馬

洋
司
東
京
支
部
長
の
乾
杯
で
盛
会
の

う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
同
会
場
に
設
け
た
二
次
会
へ
も

六
十
名
近
く
の
同
窓
生
が
ご
出
席
さ

れ
ま
し
た
。

次
回
の
総
会
・
懇
談
会
は
、
十
月

十
八
日
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
札
幌
を

会
場
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
多
く

の
同
窓
生
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待

ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

懇親会の様子

小野寺先生加藤先生 永田先生

東
京
支
部
設
立

二
十
周
年
に
あ
た
っ
て

東
京
支
部
長

相
馬

洋
司

一
九
八
八
年
（
昭
和
六
三
年
）
九

月
に
東
京
支
部
は
産
声
を
上
げ
ま
し

た
。
翌
年
発
行
し
た
支
部
会
報
の
創

刊
号
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
り

ま
す
。「
夕
方
と
な
り
、
残
暑
の
厳
し

さ
も
幾
分
や
わ
ら
い
だ
東
京
の
こ
の

新
宿
の
一
角
に
、
同
窓
会
東
京
支
部

結
成
を
今
や
遅
し
と
待
ち
わ
び
た
在

京
同
窓
生
が
続
々
と
集
合
、
熱
い
期

待
が
ビ
シ
ビ
シ
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す

…
…
」
す
ご
い
熱
気
の
な
か
で
設
立

さ
れ
た
東
京
支
部
も
昨
年
九
月
で
二

十
年
を
向
か
え
る
こ
と
が
出
来
、
十

月
に
は
設
立
二
十
年
記
念
「
母
校
再

訪
の
旅
」
と
し
て
、
す
っ
か
り
変
わ

っ
て
し
ま
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
の
見
学

や
、
本
部
総
会
・
懇
親
会
へ
の
出
席

な
ど
を
盛
り
込
み
、
約
三
十
名
が
参

加
さ
れ
無
事
記
念
行
事
を
終
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
二
十
年
の
間
に
は
、
出
席
者

が
少
な
く
落
ち
込
む
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
「
続
け
る
こ
と
に
意
味
が
あ

る
」
を
合
い
言
葉
に
続
け
て
参
り
ま

し
た
。
大
学
か
ら
一
番
遠
い
支
部
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
毎
年
遠
藤
会
長
は

じ
め
役
員
の
方
、
そ
し
て
教
職
員
の

方
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

今
後
も
在
京
同
窓
生
の
皆
さ
ん
と

の
交
流
を
計
り
、
同
窓
会
東
京
支
部

の
発
展
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

新
入
会
員
の
方
々
へ

～
学
生
生
活
と
の
決
別
、産
業
社
会
の
新
人
と
し
て
～

同
窓
会
会
長

遠
藤

憲
一

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
入
会
員
の
皆
さ
ん
を
迎
え
、
北

星
学
園
大
学
同
窓
会
会
員
は
約
二
万

一
千
人
名
に
な
り
ま
し
た
。

大
学
全
入
時
代
に
入
り
、
各
大
学

は
存
続
を
か
け
て
厳
し
い
環
境
が
続

く
中
、
私
達
会
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

社
会
生
活
の
中
で
、
市
民
社
会
の
構

成
員
と
し
て
そ
の
役
割
を
担
い
、
し

っ
か
り
自
立
し
北
星
卒
を
発
信
す
る

事
が
母
校
へ
の
最
大
の
サ
ポ
ー
ト
と

思
い
ま
す
。
年
２
回
の
�
大
谷
地
だ

よ
り
�
を
皆
さ
ん
の
現
住
所
へ
発
送

し
、
同
窓
会
の
事
業
活
動
を
報
告
致

し
ま
す
。
機
会
を
見
つ
け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
同
窓
会
の
事
業
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
皆
さ
ん
も
い
よ
い
よ
職
業

生
活
が
始
ま
り
ま
す
。

現
在
の
日
本
は
、
暮
ら
し
に
安
定

と
安
心
を
提
供
し
て
き
た
信
頼
で
き

る
様
々
な
社
会
的
仕
組
が
崩
壊
し
、

更
に
、
建
築
、
食
品
、
家
電
製
品
等

の
偽
装
が
明
る
み
に
出
、
中
小
企

業
、
大
手
企
業
、
行
政
の
出
先
機

関
・
中
枢
機
関
に
対
し
て
ま
で
も
、

私
達
の
心
に
は
疑
心
暗
鬼
が
広
ま
っ

て
い
る
。
こ
の
不
安
に
即
反
応
し
、

品
格
、
品
性
等
道
徳
の
復
活
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
道
徳
も
真
に

社
会
的
に
合
意
で
き
る
も
の
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
？

価
値
観
の
多
様
化
に
よ
り
、
道
徳

の
内
容
そ
の
も
の
が
ゆ
れ
て
い
ま

す
。現

代
の
日
本
は
、
職
業
生
活
の
活

動
の
中
か
ら
利
益
を
得
、
そ
の
循
環

の
中
か
ら
国
民
生
活
を
豊
か
に
す
る

と
い
う
、
産
業
社
会
で
す
。

言
葉
だ
け
、
心
が
け
だ
け
で
は
、

職
業
生
活
の
中
、
問
題
解
決
（
職
場

で
は
仕
事
の
事
）
に
な
ら
な
い
の
で

す
。
ま
ず
、
職
業
人
と
し
て
日
々
、

何
ら
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
て
い
る
自

分
を
自
覚
し
、
選
択
す
べ
き
物
事
を

見
極
め
る
力
を
つ
け
る
為
、
今
何
を

す
べ
き
か
を
見
つ
け
る
こ
と
で
す
。

私
達
に
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
成
長
す

る
力
、
生
き
よ
う
と
す
る
力
が
備
わ

っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
体
験
の
中

で
、
新
し
い
自
分
の
発
見
が
あ
り
ま

す
。
多
面
的
な
自
分
を
発
見
す
る
事

は
成
長
す
る
、
成
長
し
て
い
る
証
で

す
。市

場
は
新
人
も
ベ
テ
ラ
ン
も
な
い

本
来
対
等
な
環
境
、
対
等
な
関
係
に

あ
り
ま
す
。

小
さ
な
事
、
い
や
な
事
、
苦
手
な

事
に
め
げ
ず
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
中
で
、
思
い
も
よ
ら
な
い
自
分

を
発
見
し
、
磨
き
を
か
け
、
基
本
を

身
に
つ
け
る
為
、
自
分
を
更
に
研
く

環
境
を
見
つ
け
、
気
付
く
力
、
発
見

す
る
力
、
何
か
を
感
じ
る
力
を
養

い
、
問
題
解
決
の
中
、
人
を
助
け
、

人
の
力
に
な
り
人
脈
を
つ
く
り
、
そ

の
中
で
専
門
的
知
識
を
身
に
つ
け
る

事
に
よ
り
、
努
力
や
実
力
だ
け
で
は

論
じ
る
事
の
で
き
な
い
�
運
�
を
自

分
で
育
て
、
引
き
寄
せ
て
下
さ
い
。

学
生
生
活
と
は
決
別
す
る
も
、
北

星
卒
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学

生
時
代
の
�
熱
い
思
い
�
を
い
つ
ま

で
も
持
ち
つ
づ
け
、
こ
の
自
己
忘
失

の
混
沌
と
し
た
社
会
に
�
渇
�
を
入

れ
る
よ
う
な
人
物
を
目
指
し
、
大
活

躍
さ
れ
る
事
を
期
待
し
ま
す
。

２００７．１０．１１ 幹事会
２００７．１０．２０ 総 会

貸 方
負債・正味財産の部
正味財産
次年度繰越金 ８，３４５，５５４

８，３４５，５５４
北洋８，２８５，０３４ 普通 現金６０，５２０

８，３４５，５５４
【活動資金積立会計】

貸 方
次年度繰越金 ４５，３８９，６９２

４５，３８９，６９２
北門 １０，０００，０００ 定期 北 洋 １５，０３５，９０４ 定期
道銀 １０，３５３，７８８ 定期 郵便局 １０，０００，０００ 定期

４５，３８９，６９２

２００６年度 貸借対照表
２００７年１０月１日現在

借 方
資産の部
現金預金 ８，３４５，５５４

８，３４５，５５４

借 方
定期預金 ４５，３８９，６９２

４５，３８９，６９２

【通常会計】

２００７年度 会計予算
２００７．１０．２０ 総 会

単位：円 ２００７．１０．１１ 幹 事 会

備 考

預金（８，２８５，０３４）現金（６０，５２０）

２０，０００＊９１０名（定員８０１名×１．１５）

３，０００＊５０名 １，０００＊７０名

コンサート・講演会等募金５０，０００

定期預金利息

支部長会議（１００，０００）、幹事会（１００，０００）他

幹事会等（５０，０００）、総会等派遣：本部（１，３００，０００）支部（９００，０００）他

振込料（３０，０００）、ハガキ・切手（６０，０００）、慶弔電報（３０，０００）他

事務消耗品他（ＨＰ管理・維持）

複写・学内外印刷等

２００４年度以降当面凍結（同窓会年度）

卒業生記念品（１００万）、懇親会（２００万）、退職者記念品（２５万）、２００６年度永年表彰金品（１０万）他

寄贈文庫

各支部補助等（３，３０４，０００）、英研・福祉・学祭（４００，０００）他

８０，０００*１０名分他

印刷代（１，０００，０００）、郵送料（２，０００，０００）他

名簿整備（修正・更新・宛名・地区別名簿出力・不明者リスト出力他４０万）他

講師謝礼、交通費、消耗品、例会交通費、印刷費、会議費、通信費他

予 算

８，３４５，５５４

１８，２００，０００

２２０，０００

５０，０００

７，０００

０

２６，８２２，５５４

３，９００，０００

５５０，０００

２，５００，０００

１５０，０００

２００，０００

５００，０００

１５，４００，０００

０

４，０００，０００

４００，０００

４，０００，０００

１，０００，０００

３，５００，０００

１，０００，０００

１，５００，０００

２，５２２，５５４

５，０００，０００

０

２６，８２２，５５４

費 目

【収入の部】

前 年 度 繰 越 金

同 窓 会 費

総会懇親会費収入

プ ロ ジ ェ ク ト

利 息 等

雑 収 入

〈収入計〉

【支出の部】

�．事 務 費

１．会 議 費

２．交 通 費

３．通 信 費

４．物 品 費

５．印 刷 費

�．事 業 費

１．名 簿 作 成 費

２．行 事 費

３．同窓会文庫費

４．補 助 費

５．奨 励 費

６．会 報 発 行 費

７．業 務 委 託 費

８．プロジェクト活動費

�．予 備 費

�．資 金 積 立 金

�．次 年 度 繰 越 金

〈支出計〉

２００６年度 収支決算書
２００７．１０．２０ 総 会

単位：円 ２００７．１０．１１ 幹 事 会

備 考

預金（５，５１６，６８５）現金（２１，８２９）

２０，０００＊９８２名

３，０００＊２９，１，０００＊５２

コンサート・講演会等募金

定期預金利息

祝儀（９０，０００）

支部長会議、幹事会他

幹事会、総会支部招待・支部派遣他

振込料、ハガキ・切手、慶弔電報

懇親会写真焼増代（６３，０６３）事務消耗品他

同窓会案内作成代、奨学生制度案内チラシ印刷

卒業生住所録

卒業生記念品（９４５，０００）、懇親会（１，３９２，８２５）、退職者記念品（２０５，０００）等

寄贈文庫

各支部補助等（３，８２３，０００）、英研・福祉・学祭（４００，０００）他

８０，０００×１０名

大谷地だより５５号、５６印刷代・郵送料他

名簿整備（修正・更新・宛名・地区別名簿出力他）

講師謝礼、交通費、消耗品、例会交通費、印刷費、会議費、通信費他

預金（８，２８５，０３４）、現金（６０，５２０）

決 算

５，５３８，５１４

１９，６４０，０００

１３９，０００

１４４，６６４

７，７６０

９０，０００

３，１２５，８８２

５３１，０８８

２，２１４，８５０

６５，３７８

９５，４３１

２１９，１３５

１２，０８８，５０２

０

２，５９１，７２５

４００，０００

４，３２５，０００

８０，０００

２，９５７，０６９

５０，８２４

１，０５３，８８４

０

２，０００，０００

８，３４５，５５４

２５，５５９，９３８

予 算

５，５３８，５１４

１８，２００，０００

２２０，０００

５０，０００

１，０００

０

２６，００９，９３８

３，４５０，０００

４００，０００

２，２００，０００

１５０，０００

２００，０００

５００，０００

１７，５００，０００

０

４，０００，０００

４００，０００

４，３００，０００

８０，０００

３，５００，０００

３，０００，０００

１，５００，０００

１，０５９，５１４

２，０００，０００

０

２４，００９，５１４

費 目

【収入の部】

前 年 度 繰 越 金

同 窓 会 費

総会懇親会費収入

プ ロ ジ ェ ク ト

利 息 等

雑 収 入

〈収入計〉

【支出の部】

�．事 務 費

１．会 議 費

２．交 通 費

３．通 信 費

４．物 品 費

５．印 刷 費

�．事 業 費

１．名 簿 作 成 費

２．行 事 費

３．同窓会文庫費

４．補 助 費

５．奨 励 費

６．会 報 発 行 費

７．業 務 委 託 費

８．プロジェクト活動費

�．予 備 費

�．資 金 積 立 金

�．次 年 度 繰 越 金

〈支出計〉
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ラ
グ
ビ
ー
部
一
部
昇
格
祝
勝
会
開
催
�

ラ
グ
ビ
ー
の
一
部
昇
格
祝
勝
会
と

Ｏ
Ｂ
会
の
設
立
会
が
二
〇
〇
七
年
十

二
月
八
日
�
、
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー

ト
札
幌
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
十
七
名
の
部
員
、
九
名
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
他
に
、
前
顧
問
の
永

田
勝
彦
先
生
、
約
四
十
名
の
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
が
集
い
ま
し
た
。
一
部
昇
格
は

北
星
学
園
大
学
ラ
グ
ビ
ー
の
永
年
の

目
標
で
あ
り
、
そ
の
目
標
を
達
成
し

た
喜
び
を
こ
れ
ま
で
に
携
わ
っ
た
関

係
者
み
ん
な
で
分
か
ち
合
い
ま
し

た
。会

で
は
ま
ず
、
永
田
先
生
か
ら
同

好
会
で
は
な
く
、
部
と
し
て
存
在
す

る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
草
創
期
の
お

話
を
伺
い
、
先
生
の
音
頭
に
よ
る
乾

杯
で
祝
勝
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
久

し
ぶ
り
の
再
会
も
多
く
、
す
ぐ
に
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
人
の
輪
が
で
き
、
大

い
に
話
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
様
子

で
し
た
。

会
の
途
中
で
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
の

主
将
で
チ
ー
ム
を
一
年
間
先
導
し
、

一
部
昇
格
の
立
役
者
と
な
っ
た
中
川

創
太
君
が
立
派
な
挨
拶
を
述
べ
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

を
代
表
し
て
梶
真
二
氏
（
一
九
九
二

年
卒
）
か
ら
祝
辞
と
激
励
を
い
た
だ

き
、
入
学
年
次
ご
と
に
一
人
ず
つ
短

い
ス
ピ
ー
チ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
体
型
が
変
わ
り
プ
ロ
ッ
プ
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
元
選
手
、
髪
の
毛

の
寂
し
い
元
選
手
、
子
ど
も
連
れ
の

元
選
手
、
元
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
姿
を

見
る
と
、
時
間
の
流
れ
と
共
に
数
多

く
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
一
部
昇
格
を
目

指
し
て
努
力
し
て
き
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
参
加
者
も

こ
の
よ
う
な
機
会
を
作
っ
て
く
れ
た

現
役
選
手
た
ち
の
活
躍
に
改
め
て
感

謝
す
る
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
も
準

備
さ
れ
、
ラ
グ
ビ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
や
ス

パ
イ
ク
を
賭
け
た
力
自
慢
（
？
）
コ

ン
テ
ス
ト
で
は
、
現
役
部
員
に
交
じ

っ
て
Ｏ
Ｂ
も
参
戦
し
、
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
っ
と

い
う
間
の
二
時
間
で
、
次
シ
ー
ズ
ン

の
主
将
と
な
る
吉
田
樹
君
と
私
か
ら

の
締
め
の
言
葉
で
楽
し
い
会
を
終
え

ま
し
た
。

場
所
を
移
し
て
行
わ
れ
た
二
次
会

で
は
さ
ら
に
十
数
名
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
、
関
係
者
が
新
た
に
加
わ
り
、
楽

し
い
話
が
夜
遅
く（
早
朝
？
）ま
で
続

い
た
よ
う
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ

う
な
会
を
企
画
・
準
備
し
て
い
た
だ

い
た
佐
伯
宏
氏
、
辻
拓
氏
（
一
九
九

七
年
卒
）、玉
越
修
身
氏
（
二
〇
〇
〇

年
卒
）
に
は
特
に
感
謝
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

こ
の
度
、
私
達
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、

皆
さ
ん
の
応
援
の
お
か
げ
も
あ
っ
て

「
二
部
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
優
勝
、
一
部

リ
ー
グ
昇
格
」
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
二
部
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で

優
勝
す
る
の
も
、
一
部
リ
ー
グ
に
昇

格
す
る
の
も
、
私
達
ラ
グ
ビ
ー
部
に

と
っ
て
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
と
て
も
ハ
ー
ド

な
試
合
が
続
き
ま
し
た
。
試

合
数
も
多
か
っ
た
で
す
し
、

試
合
会
場
も
札
幌
・
函
館
・

夕
張
・
帯
広
と
道
内
各
地
を

転
々
と
し
ま
し
た
。
大
き
な

ケ
ガ
人
も
な
く
、
ベ
ス
ト
メ

ン
バ
ー
で
試
合
に
臨
む
こ
と

が
で
き
、
そ
の
結
果
公
式
戦

を
全
勝
で
シ
ー
ズ
ン
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
シ
ー
ズ
ン
の
チ
ー
ム
の

目
標
は
「
一
部
昇
格
」
で
あ

り
、
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て

部
員
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
一

丸
と
な
っ
て
練
習
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
練
習
メ
ニ

ュ
ー
や
戦
術
の
面
で
は
、
た

く
さ
ん
の
Ｏ
Ｂ
さ
ん
が
献
身

的
に
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
だ

さ
り
、
チ
ー
ム
の
大
き
な
力
と
な
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
自
分
一
人
の

力
で
目
標
が
達
成
で
き
た
の
で
は
な

く
、
多
く
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
達
成
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
や

ら
せ
て
も
ら
い
、
た
く
さ
ん
悩
ん
だ

り
、
考
え
た
り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
だ
け
ど
、
得
る
も
の
が
多
か

っ
た
シ
ー
ズ
ン
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
後
輩
た
ち
に
は
現
状
に
満
足
せ

ず
に
、
今
シ
ー
ズ
ン
以
上
の
結
果
を

残
せ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
。
一
部
リ
ー
グ
残
留
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
一
部
リ
ー
グ
で
勝
ち

続
け
ら
れ
る
チ
ー
ム
を
作
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

時
間
が
経
つ
の
は
本
当
に
早
く
、

私
が
入
部
し
て
四
シ
ー
ズ
ン
目
が
終

わ
り
ま
し
た
。考
え
て
み
る
と
、私
の

大
学
生
活
の
ほ
と
ん
ど
が
ラ
グ
ビ
ー

だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
先
輩
に

も
後
輩
に
も
恵
ま
れ
、
す
ご
く
充
実

し
た
学
生
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
本
当
に
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
、
ラ
グ
ビ
ー
を
通
し
て
教
え
て

も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ラ
グ
ビ
ー

部
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
今
度
は
社
会

に
出
て
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

新
チ
ー
ム
は
、
来
シ
ー
ズ
ン
に
向

け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。
少
し
で
も

ラ
グ
ビ
ー
部
に
興
味
や
関
心
を
持
っ

た
方
は
、

ぜ
ひ
応
援

し
て
く
だ

さ
い
。
今

シ
ー
ズ
ン

よ
り
熱
い

試
合
を
見

せ
て
く
れ

る
と
思
い

ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
部
一
部
昇
格
祝
勝
会
報
告

文
学
部

蓑
内

豊

今
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て

経
済
学
部
経
済
学
科
四
年

中
川

創
太

同
窓
会
各

支
部
紹
介

札
幌
を
離
れ
る
新
会
員
の
皆
様
、

同
窓
会
に
は
各
地
に
支
部
が
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
同
窓
会
の
活
動
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
各
支
部
へ
の
連
絡
先
は

次
の
通
り
で
す
。

◎
旭
川
支
部
（
一
九
八
三
年
発
足
）

支
部
長

松
倉

千
春

（
〇
一
六
六
）
三
二
―
一
七
二
六

◎
帯
広
支
部
（
一
九
八
五
年
発
足
）

支
部
長

樋
渡

喜
久
雄

（
〇
一
五
五
）
四
八
―
六
九
三
八

◎
北
見
支
部
（
一
九
八
七
年
発
足
）

支
部
長

佐
々
木

卓

連
絡
先
は
北
見
支
部
結
城
亨
さ
ん

へ（
〇
一
五
七
）
三
一
―
一
〇
八
五

◎
東
京
支
部
（
一
九
八
八
年
発
足
）

支
部
長

相
馬

洋
司

（
〇
三
）
三
三
三
八
―
〇
六
二
八

◎
函
館
支
部
（
一
九
八
八
年
発
足
）

支
部
長

田
中

陸
裕

函
館
農
林

（
〇
一
三
八
）
四
七
―
六
六
四
五

◎
釧
路
支
部
（
一
九
八
九
年
発
足
）

支
部
長

櫛
部

武
俊

釧
路
市
役
所
生
活
福
祉
課

（
〇
一
五
四
）
三
一
―
四
五
八
七

◎
千
歳
支
部
（
一
九
九
六
年
発
足
）

支
部
長

二
ツ
川

憲
昭

（
〇
一
二
三
）
二
四
―
八
二
四
二

退
職
に
あ
た
っ
て

大
谷
地
の
風
景

社
会
福
祉
学
部

平

倫
子

北
星
学
園
大

学
で
の
三
十
数

年
を
児
童
文
学

と
と
も
に
歩
ん

で
参
り
ま
し
た
。
そ
の
間
に
出
会
っ

た
先
生
が
た
、
お
世
話
に
な
っ
た
事

務
の
方
々
、
共
に
学
ん
だ
学
生
さ
ん

た
ち
に
、
こ
こ
ろ
か
ら
感
謝
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
同
じ
年
月
、
キ
ャ
ン

パ
ス
の
ま
わ
り
の
風
景
を
四
季
折
々

に
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。
大
谷
地
と

い
う
名
前
か
ら
、
昔
は
原
生
林
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

今
は
も
う
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
面
し
た
木
造
２
階
建

て
の
一
階
の
合
同
研
究
室
に
い
た
こ

ろ
は
、
冬
に
雉
の
つ
が
い
を
観
察
し

ま
し
た
。
あ
の
森
に
は
い
ま
も
雉
が

棲
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
か
。
第
１
研

究
棟
５
階
の
東
端
に
い
た
頃
は
、
窓

の
す
ぐ
外
に
あ
る
グ
イ
松
の
大
木
を

飽
か
ず
眺
め
ま
し
た
。
二
階
の
同
じ

位
置
に
部
屋
が
移
っ
た
と
き
に
は
、

グ
イ
松
が
窓
一
杯
に
見
え
、
視
点
が

変
わ
っ
て
新
鮮
で
し
た
。
は
じ
め
は

そ
の
木
の
名
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
あ
る
と
き
辻
井
達
一
先
生
に
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
下
鉄
か
ら
大
学
構
内
に
入
る
坂

を
の
ぼ
り
つ
め
る
手
前
右
手
に
、
開

い
た
傘
が
四
段
ほ
ど
重
な
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
木
が
あ
り
ま
す
。
面

白
い
木
な
の
で
通
る
た
び
に
眺
め
て

い
ま
す
。
大
木
に
は
さ
ま
れ
ま
だ
幼

い
よ
う
に
も
見
え
ま
す
が
、
こ
こ
数

年
で
ひ
ょ
ろ
ひ
ょ
ろ
と
伸
び
て
き
た

若
木
で
す
。『
北
海
道
主
要
樹
木
図

譜
』
に
も
そ
れ
ら
し
い
木
は
見
当
た

り
ま
せ
ん
の
で
、
ひ
そ
か
に
ヤ
チ
傘

ノ
キ
と
名
づ
け
て
い
ま
す
。
ど
な
た

か
ご
存
知
で
し
た
ら
教
え
て
い
た
だ

け
ま
せ
ん
か
。

い
ま
の
研
究
室
か
ら
は
サ
イ
ク
リ

ン
グ
・
ロ
ー
ド
を
は
さ
ん
で
、
唐
松

が
空
を
切
り
取
っ
て
立
ち
並
ん
で
い

る
姿
が
み
え
ま
す
。
み
な
さ
ま
と
共

に
過
ご
し
た
三
十
数
年
の
思
い
出

と
、
ま
わ
り
の
風
景
を
こ
れ
か
ら
の

わ
た
し
の
心
の
風
景
に
し
て
ゆ
こ
う

と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
と
の
出
会
い
に
感
謝

教
育
・
研
究
支
援
課

酒
井

彰

退
職
に
あ
た

り
、
一
言
ご
挨

拶
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

一
九
六
五
年
開
学
間
も
な
い
大
学
教

務
課
（
学
部
事
務
室
）
に
事
務
職
員

と
し
て
採
用
さ
れ
、
大
学
・
法
人
本

部
・
女
子
短
大
そ
し
て
大
学
と
四
三

年
の
長
き
に
亘
り
勤
務
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
本
年
三
月
に
定
年
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

思
え
ば
卒
業
生
の
皆
さ
ん
と
は
、

教
務
係
・
就
職
係
そ
し
て
学
生
課

長
、
学
部
事
務
長
と
し
て
初
期
の
卒

業
生
の
方
と
接
し
な
が
ら
仕
事
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
時
は
学

生
数
も
少
な
く
、
先
生
方
を
含
め
て

家
族
的
な
雰
囲
気
の
中
で
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
就
職
指
導
や
課

外
活
動
を
通
じ
て
、
個
々
の
学
生
と

一
緒
に
苦
し
み
も
楽
し
み
も
お
互
い

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特

に
、
就
職
活
動
を
通
し
て
大
き
く
成

長
す
る
姿
を
見
て
本
当
に
や
り
甲
斐

を
感
じ
た
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
出

さ
れ
ま
す
。
そ
の
卒
業
生
の
方
々
も

今
で
は
４
０
・
５
０
代
に
入
り
時
の

経
過
を
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。

ま
た
、
女
子
短
大
で
は
道
内
大
学

の
生
涯
学
習
事
業
の
先
駆
け
と
な
る

ナ
イ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
出
前
公
開
講

座
事
業
の
推
進
に
関
わ
る
中
で
短
大

同
窓
会
・
学
生
の
支
援
を
頂
き
ま
し

た
。
特
に
、
道
内
主
要
都
市
で
の
出

前
公
開
講
座
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

短
大
同
窓
会
各
支
部
の
ご
協
力
を
頂

く
と
共
に
同
窓
生
の
皆
さ
ま
と
親
し

く
お
話
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
が
懐
か

し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
短
大
も
大

谷
地
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
り
、
同
窓
会

活
動
も
相
互
に
交
流
が
進
ん
で
い
る

と
の
こ
と
を
伺
い
心
強
い
限
り
で

す
。
後
半
は
大
学
で
管
理
運
営
部
門

の
仕
事
に
携
わ
る
こ
と
と
な
り
、
学

生
の
方
々
と
接
す
る
機
会
は
少
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
会
各
支
部
の

会
合
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
、
懐

か
し
い
卒
業
生
の
皆
さ
ん
と
お
会
い

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

大
学
も
大
き
く
発
展
し
て
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
も
同
窓
生
（
同
窓
会
）

の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
が
あ
っ
た
か
ら

に
他
な
り
ま
せ
ん
。
最
後
に
、
同
窓

生
の
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
こ
れ
か
ら

の
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
長
い
間
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

北
星
教
育
の
理
念
は
変
わ
ら
ず

学
生
支
援
課

大
野

和
喜

私
が
北
星
大

学
の
経
済
学
科

学
生
と
し
て
青

春
の
日
を
送
っ

た
の
は
、
昭
和
四
〇
年
代
の
初
め
で

あ
る
。
団
塊
の
世
代
の
狭
き
門
の
時

代
で
、
ほ
と
ん
ど
受
験
勉
強
も
し
な

か
っ
た
私
が
入
学
で
き
た
の
も
不
思

議
で
あ
っ
た
。
雪
原
の
台
地
に
平
屋

の
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
が
並
び
、
ひ
と
き

わ
高
く
チ
ャ
ペ
ル
の
塔
が
そ
び
え

る
、
入
学
式
の
日
の
光
景
が
目
に
浮

か
ぶ
が
、
そ
の
時
の
鷲
山
第
三
郎
学

長
の
格
調
高
い
式
辞
も
忘
れ
が
た

い
。学
長
は
我
々
入
学
生
に
対
し
て
、

「
大
学
の
使
命
」を
説
明
し
、ジ
ョ
ン
・

ヘ
ン
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
（
英
国
の

神
学
者
一
八
〇
一
～
九
〇
）の
著
述

か
ら
引
用
し
て
、「
大
学
と
は
教
え
る

者
も
教
え
ら
れ
る
者
も
遊
ぶ
場
所
で

あ
る
」と
言
わ
れ
た
の
で
あ
る
。「
幼

子
の
よ
う
な
純
真
無
垢
な
心
で
学
問

に
遊
べ
。そ
こ
か
ら
自
己
の
何
で
あ

る
か
を
悟
れ
」と
い
う
そ
の
言
葉
に

心
打
た
れ
た
の
を
憶
え
て
い
る
。

卒
業
後
、
幸
運
に
も
私
は
母
校
の

事
務
職
員
に
採
用
さ
れ
、
総
務
課
庶

務
係
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
佐

藤
正
夫
事
務
局
長
か
ら
任
せ
ら
れ
た

仕
事
は
、
主
に
宗
教
部
と
同
窓
会
の

業
務
で
あ
っ
た
。
当
時
同
窓
会
は
発

足
し
て
間
も
な
い
頃
で
、
大
学
と
の

パ
イ
プ
役
を
必
要
と
し
て
い
た
。
同

窓
会
事
務
局
の
ま
と
め
役
と
し
て
会

長
を
補
佐
し
て
、「
同
窓
会
だ
よ
り
」

の
発
行
、
定
期
総
会
懇
親
会
の
開

催
、
奨
学
金
の
授
与
、
支
部
設
立
等

に
動
き
ま
わ
っ
た
。
若
か
っ
た
せ
い

も
あ
る
が
、
あ
の
頃
の
仕
事
が
一
番

充
実
し
て
い
た
と
思
う
。
同
窓
会
は

卒
業
生
の
母
校
へ
の
想
い
と
同
窓
の

絆
の
自
覚
と
熱
意
に
よ
っ
て
成
り
立

ち
得
る
も
の
で
、
卒
業
は
大
学
と
の

別
離
で
は
な
い
こ
と
を
認
識
い
た
だ

き
た
い
の
で
あ
る
。

三
十
七
年
間
、「
万
年
学
生
」
と
し

て
（
途
中
法
人
本
部
に
異
動
し
た

が
）
居
続
け
て
、
北
星
の
移
り
変
わ

り
を
眺
め
て
き
た
。
幸
せ
で
楽
し
い

日
々
、
そ
れ
も
終
り
で
あ
る
。
建
物

も
組
織
も
人
も
変
わ
っ
て
い
っ
て

も
、
北
星
教
育
の
理
念
（
精
神
）
は

永
久
に
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。

長
い
間
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

北星学園大学同窓会役員名簿

卒業年

社 ６７．３

経 ７１．３

経 ７１．３

社 ６９．３

社 ７６．３

社 ７４．９

経 ７１．３

英 ６７．３

社 ７５．３

社 ７２．３

英 ６７．３

英 ７４．３

英 ７４．３

社 ７４．３

経 ７４．９

社 ７５．３

英 ７８．３

経 ８２．３

社 ８７．３

英 ８７．３

英 ８７．３

経 ８９．３

経 ８９．３

経 ９０．３

経 ９１．３

情 ９１．３

経 ９５．３

経 ９６．３

情 ９６．３

社 ９７．３

経 ９９．３

心 ００．３

英 ０１．３

経 ０１．３

情 ０２．３

臨 ０３．３

経 ９１．３

経 ９６．３

※●任期：２００７年１０月～２００９年９月

氏 名

遠 藤 憲 一

斉 藤 誠

三 田 泰 夫

松 倉 千 春

樋渡 喜久雄

佐々木 卓

相 馬 洋 司

田 中 陸 裕

櫛 部 武 俊

二ツ川 憲昭

小野田 久美子

有 澤 睦 子

竹 田 和 三

高 橋 哲 雄

斉 藤 美樹子

築 地 千穂子

森 谷 恭 一

森 康雄

宮 内 聡

森 越 京 子

高橋 麻里子

田 中 正 博

竹 内 禎 哉

伊 藤 修

佐 藤 剛

鈴 木 克 典

三 澤 信 也

村 上 賢 吾

桐山 城太郎

牧 田 浩 一

小 塚 賢

佐々木 洋

幸 坂 希

木 村 哲 晃

戸 松 真 洋

工 藤 寛 子

鈴 木 克 知

高 橋 章

役 職

会 長

副 会 長

〃

旭川支部長

帯広支部長

北見支部長

東京支部長

函館支部長

釧路支部長

千歳支部長

幹 事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

会 計 監 査

〃
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新
企
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
年
度
も
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
講
演
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
充
実
し
た
魅
力
あ
る
企
画
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

申し込み方法について

オペラコンサートの

申し込み方法について

受付け開始日は４月２１日（月）で

す。「オペラコンサート参加希望」と

お書きになり、氏名、連絡先電話番

号、参加希望人数を明記の上、ハガキ

又は電話・�、メールでお申し込み

下さい。その時点で受付となります。

（当日の参加も歓迎しますが、教室

確保の都合上事前にお申し込みくだ

さい。）

申し込み・

問い合わせ先

〒００１‐８６３１

札幌市厚別区大谷地西２丁目３‐１

北星学園大学同窓会事務局

同窓会プロジェクト係

�：０１１‐８９１‐２７３１ �：０１１‐８９２‐６０９７
e-mail:dousoukai@hokusei．ac．jp

お願い

友人・知人の方もぜひお誘いくだ

さい。なお、小さなお子さんの入場

はご遠慮下さい。

おぺら・OPERA・オペラ�北星�５
～テノールとともに～

日 時：５月１７日（土） 午後２時から

会 場：本学チャペル
ＳＯＳからのメッセージ

多くの方々にオペラを身近に感じていただきたい「いつでも…どこでも…だれでも…」をテーマに掲げ

て、昨年は色々な所でコンサートをさせて頂く機会に恵まれ、「音楽」は私たちにとって大切である以上に

「必要なもの」なのだという感動的な場面に幾度となく遭遇いたしました。

爽やかな５月のお昼のひと時、藤原歌劇団テノール歌手小山陽二郎氏と札幌オペラスタジオのメンバー

が、皆様の心の琴線に触れる音楽をお届けできましたら幸いです。（札幌オペラスタジオ代表・井出 祐子）

特別出演 小山陽二郎

愛知県芸術大学、大学院および研修生修了、１９９４年イタリア・ミラノに留学。

カッシオ・リリカ、ブタペスト歌曲コンクール、ドニゼッティ・ロッシーニ声の

コンクールにそれぞれ第２位入賞ほか、各国際コンクール入賞。

現在、昭和音楽大学非常勤講師、藤原歌劇団団員

札幌オペラスタジオ出演者

小貫多喜子・小平明子・東條磨見子・柳生

たみ・西谷恵・村山元子・千田三千世・坪田

由里子・福島由紀子・東海林知子・金子知

世・三浦由美子・佐藤友紀

（変更があるかもしれません）

ピアニスト

佐藤栄里子・根岸今日子

同窓会から広く会員を募集します。

活動内容：講演会、コンサート等の企画立

案・実施、「大谷地だより」“プロジェクトか

らのお知らせ”紙面の作成

活動日：毎月第２水曜日（不定期に臨時

例会があります。）

興味、関心のある方はぜひ下記までご連絡

下さい。お待ちしています。

北星学園大学同窓会事務局

同窓会プロジェクト係

� ０１１‐８９１‐２７３１ � ０１１‐８９２‐６０９７

e-mail:dousoukai@hokusei．ac．jp

講
演
会
報
告

あ
べ
弘
士
講
演
会

昨
年
十
月
六
日
�
午
後
一
時
よ
り
、「
ど
う
ぶ

つ
に
絵
を
な
ら
っ
た
」
と
題
し
、
あ
べ
弘
士
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

あ
べ
弘
士
さ
ん
は
、
二
十
五
年
に
わ
た
る
旭

山
動
物
園
の
飼
育
係
り
を
経
て
、
絵
に
専
念
さ

れ
、
今
、
最
も
人
気
の
あ
る
絵
本
画
家
の
一
人

と
し
て
、
ご
活
躍
な
さ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。講

演
に
先
立
ち
、
Ｈ
Ｂ
Ｃ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

船
越
ゆ
か
り
さ
ん
に
よ
る
『
あ
ら
し
の
よ
る

に
』
の
朗
読
が
あ
り
ま
し
た
。
美
し
い
原
画
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
に
の
せ
て
、
船
越

さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
朗
読
に
絵
本
の
世
界
へ
と

誘
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
は
旭
山
動
物
園
飼
育
係
り
と
し
て
体
験

さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
飛
べ
な
い
よ
う
に
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
な
ど

の
鳥
の
羽
を
切
る
話
、
動
物
の
脱
走
の
話
、
ぞ

う
の
鼻
は
上
唇
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
、
か
ば
の

担
当
で
は
一
週
間
で
五
十
セ
ン
チ
も
積
る
ふ
ん

掃
除
の
苦
労
話
な
ど
な
ど
。

そ
し
て
『
あ
ら
し
の
よ
る
に
』
に
関
す
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
へ
と
続
き
ま
す
。『
あ
ら
し
の
よ
る

に
』
は
お
お
か
み
と
ヤ
ギ
が
嵐
の
夜
に
洞
穴
の

中
で
出
会
い
、
翌
日
一
緒

に
お
昼
を
食
べ
る
約
束
を

す
る
ま
で
が
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
て
語
ら
れ
、
描
か
れ

て
い
ま
す
。

お
お
か
み
の
嗅
覚
は
鋭

い
の
で
、
い
く
ら
闇
の
中

と
い
っ
て
も
ヤ
ギ
と
い
う

こ
と
は
匂
い
で
わ
か
る
と

い
う
矛
盾
や
、
最
終
回
と

思
い
、
二
匹
が
雪
崩
で
死

ぬ
と
考
え
た
絵
を
描
い
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
続
編
を

描
く
こ
と
に
な
っ
た
顛
末
な
ど
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
阪
通
天
閣
そ
ば
に
あ
る
天
王
寺
動

物
園
か
ば
舎
の
プ
ー
ル
の
中
で
は
、
大
量
の
ふ

ん
を
浄
化
す
る
た
め
に
生
き
も
の
を
飼
っ
て
い

る
こ
と
や
、
あ
る
初
版
本
で
描
い
た
動
物
の
こ

ど
も
が
途
中
で
五
匹
か
ら
六
匹
に
増
え
て
い
た

失
敗
な
ど
普
段
は
聞
け
な
い
よ
う
な
お
話
も
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
、
ア
フ
リ
カ
で
取
材
し
た
風

景
を
基
に
し
た
絵
本
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
ス
ラ
イ
ド
シ

ョ
ー
と
あ
べ
さ
ん
ご
自
身
の
朗
読
が
あ
り
ま
し

た
。講

演
終
了
後
、
本
を
手
に
し
た
た
く
さ
ん
の

フ
ァ
ン
の
方
々
に
サ
イ
ン
会
も
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
に
、
丁
寧
に
絵
と
名
前

を
書
く
あ
べ
さ
ん
と
、
サ
イ
ン
す
る
本
を
広
げ

て
い
て
く
れ
た
船
越
さ
ん
に
深
く
感
謝
し
た
一

日
で
し
た
。

同窓会プロジェクト

会員募集

～『
あ
ら
し
の
よ
る
に
』朗
読
と
と
も
に
～

去
る
九
月
十
五
日
�
本
学
チ
ャ

ペ
ル
に
お
い
て
日
本
フ
ィ
ル
弦
楽

四
重
奏
団
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
満
員

の
聴
衆
で
埋
ま
っ
た
チ
ャ
ペ
ル
に

美
し
い
調
べ
が
響
き
渡
り
ま
し

た
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
の
松
本

克
巳
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
を
丁
寧

に
説
明
し
て
下
さ
っ
た
の
も
と
て

も
好
評
で
し
た
。
第
一
部
は
、
バ

ー
バ
ー
「
弦
楽
四
重
奏
曲
ロ
短
調

作
品
十
一
」
で
始
ま
り
、
プ
ッ
チ

ー
ニ
「
歌
劇

ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ

ト
よ
り
『
誰
も
寝
て
は
な
ら

ぬ
』」、モ
ン
テ
ィ
「
チ
ャ
ル
ダ
ッ

シ
ュ
」
な
ど
。

第
二
部
は
、
ス
メ
タ
ナ
「
弦
楽

四
重
奏
曲
第
一
番
ホ
短
調
『
わ
が

生
涯
よ
り
』」で
し
た
。

心
に
染
み
透
る
素
晴
ら
し
い
演

奏
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
は

味
わ
え
な
い
室
内
楽
の
魅
力
に
触

れ
る
ひ
と
と
き
に
な
り
ま

し
た
。

「
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト

は
先
日
亡
く
な
っ
た
パ
バ

ロ
ッ
テ
ィ
が
ト
リ
ノ
五
輪

の
開
会
式
で
熱
唱
し
て
い

た
姿
を
思
い
出
し
て
目
頭

が
ジ
ー
ン
と
し
ま
し
た
」

「
ス
メ
タ
ナ
は
ド
ラ
マ
チ

ッ
ク
な
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

さ
に
び
っ
く
り
し
と
り
こ

に
な
り
ま
し
た
」
な
ど
皆

さ
ま
か
ら
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

去
る
十
二
月
一
日
�
パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
―
や
す
ら
ぎ
の
調
べ
―
が

本
学
チ
ャ
ペ
ル
専
属
オ
ル
ガ
ニ
ス

ト
で
あ
る
米
本
悦
子
さ
ん
を
お
迎

え
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一

部
は
Ｇ
・
Ｆ
・
ヘ
ン
デ
ル
「
音
楽

時
計
の
た
め
の
小
品
集
よ
り

ジ

ー
グ
・
ア
レ
グ
ロ
、
モ
デ
ラ
ー

ト
・
ガ
ボ
ッ
ト
」、Ｊ
・
パ
ッ
ヘ
ル

ベ
ル
「
シ
ャ
コ
ン
ヌ

ヘ
長
調
」、

第
二
部
は
Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ッ
ハ
「
主

よ
、
人
の
望
み
の
喜
び
よ
」、Ｅ
・

ジ
グ
ー「
ト
ッ
カ
ー
タ

ロ
短
調
」

な
ど
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
皆
さ
ま
か
ら
た

く
さ
ん
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。「

な
か
な
か
聴
く
こ
と
の
で
き

な
い
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
優
し
い

音
色
に
浸
る
こ
と
が
で
き
感
動
し

ま
し
た
」「
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
ご
自
身

が
曲
の
解
説
も
つ
け
て
く
だ
さ
り

優
し
い
笑
顔
の
話
し
か
け
に
心
が

和
み
ま
し
た
」「
心
地
よ
い
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
の
調

べ
に
安
ら
ぎ
を

覚
え
心
が
洗
わ

れ
る
よ
う
で
し

た
」チ

ャ
ペ
ル
中

に
至
福
の
ひ
と

と
き
が
流
れ
、

ひ
と
足
早
い
ク

リ
ス
マ
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト
と
な
り

ま
し
た
。

日
本
フ
ィ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
報
告

チ
ャ
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
報
告
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たたたたたたたたたたたた

っっっっっっっっっっっっ

てててててててててててて

大
学
は
お
い
し
い
干
物
の
世
界
で
し
た

「
大
学
は
干

物
の
世
界
だ
」

と
い
う
言
葉

を
、
あ
る
国
立

大
学
の
学
者
が

述
べ
て
い
ま
し
た
。
聞
い
た
当
初
は

「
こ
の
お
じ
さ
ん
は
何
を
言
っ
て
る

の
だ
」
と
感
じ
た
も
の
で
す
が
、
大

学
生
活
で
そ
の
「
干
物
」
の
う
ま
さ

を
覚
え
て
い
ま
し
た
。

四
年
間
で
最
大
の
変
化
は
、
情
報

の
扱
い
方
で
す
。
テ
レ
ビ
、
新
聞
、

ラ
ジ
オ
な
ど
に
加
え
て
、
急
激
に
普

及
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

は
、
一
見
す
る
と
日
常
を
楽
し
い
も

の
へ
と
変
え
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。

し
か
し
、
あ
ま
り
に
も
簡
単
に
情
報

が
手
に
入
る
こ
と
や
、
人
と
の
つ
な

が
り
が
不
確
か
な
こ
と
、
知
り
た
い

こ
と
し
か
知
れ
な
い
情
報
の
狭
さ

が
、
逆
に
自
分
を
ダ
メ
に
し
て
し
ま

う
の
で
は
と
思
っ
た
り
も
し
ま
し

た
。
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
す
る
こ
と
が

出
来
て
も
、
情
報
を
使
い
こ
な
せ
て

は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
さ
に

情
報
大
爆
発
で
す
。

さ
て
、
こ
こ
で「
干
物
」の
登
場
で

す
。
大
学
の
講
義
は
一
コ
マ
九
十
分

で
す
が
、
そ
の
場
で
驚
く
よ
う
な
情

報
を
目
に
す
る
こ
と
は
と
て
も
少
な

い
と
思
う
の
で
す
。
先
生
方
は
怒
ら

れ
る
で
し
ょ
う
が
、
同
じ
九
十
分
な

ら
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た

ほ
う
が
情
報
量
は
多
い
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。し
か
し
、こ
こ
で
感
じ
る
の

は
大
学
の
講
義
が
そ
の
後
に
ジ
ワ
ジ

ワ
し
み
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
先
生
方
が
長
い
時
間
を
か
け

て
培
っ
て
き
た
情
報
だ
か
ら
こ
そ
、

最
初
は
味
が
し
な
い
の
に
、
噛
む
ほ

ど
に
味（
本
質
）が
出
て
く
る
の
だ
と

感
じ
た
の
で
す
。
先
生
の
人
間
性
が

情
報
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。
断
片
的
に
語
ら
れ
る
ネ
ッ
ト
の

情
報
で
は
こ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。

情
報
の
多
さ
、
速
さ
が
求
め
ら
れ

る
昨
今
に
お
い
て
、
こ
の
「
干
物
」

が
活
用
で
き
る
か
ど
う
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
。
た
だ
、
情
報
社
会
へ
と
変

化
し
て
い
く
真
っ
只
中
で
体
験
で
き

た
こ
と
は
大
き
な
財
産
と
な
る
は
ず

で
す
。

夢
と
現
実
の
間
を
埋
め
た
大
学
生
活

本
大
学
に
入

学
し
、
私
は
一

つ
の
夢
を
叶
え

ま
し
た
。
そ
れ

は「
留
学
す
る
」

と
い
う
夢
。
三
年
次
に
中
国
へ
留
学

で
き
た
事
で
、
夢
を
叶
え
る
ば
か
り

か
自
分
の
可
能
性
を
広
げ
る
事
も
で

き
ま
し
た
。

第
一
に
、
ラ
ク
ロ
ス
を
中
国
に
普

及
。
北
京
カ
ッ
プ
と
い
う
国
際
大
会

に
参
加
す
る
事
が
で
き
、
選
手
兼
通

訳
と
し
て
ラ
ク
ロ
ス
を
中
国
に
広
め

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

第
二
に
、
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
開
催
。

世
界
各
地
か
ら
集
ま
る
留
学
生
や
地

元
学
生
、先
生
方
を
対
象
に
、サ
ッ
カ

ー
Ｗ
杯
を
企
画
開
催
し
ま
し
た
。
全

て
中
国
語
で
の
運
営
だ
っ
た
た
め
苦

労
も
し
ま
し
た
が
、
国
際
交
流
を
促

進
す
る
事
が
で
き
、
大
き
な
自
信
と

達
成
感
を
得
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

第
三
に
、
中
国
で
の
心
理
学
実

験
。
中
国
人
と
日
本
人
の
漢
字
認
知

処
理
の
仕
組
み
を
千
分
の
一
秒
単
位

で
比
較
計
測
し
、
両
者
が
異
な
る
漢

字
認
知
処
理
を
経
る
事
が
わ
か
り
ま

し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
留
学
を
経
験
し

た
事
で
自
分
の
幅
も
広
が
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
入
学
当
初
は

自
分
の
夢
を
叶
え
る
事
だ
け
し
か
目

に
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
現
在
で

は
夢
と
現
実
の
間
を
埋
め
る
手
助
け

を
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
も
な
り

ま
し
た
。

私
は
現
在
、
さ
ら
な
る
挑
戦
を
し

て
い
ま
す
。
仲
間
を
集
め
R
T
S

（
R
o
a
d

T
o

S
t
a
r
）
と

い
う
北
星
初
の
就
職
支
援
団
体
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
北
星
の
学

生
に
よ
る
北
星
の
学
生
の
た
め
の
団

体
で
す
。
ま
だ
立
ち
上
げ
た
ば
か
り

で
す
が
、
卒
業
し
て
も
潰
す
気
は
全

く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
夢
を
掴
む
と
共
に
夢

を
与
え
ら
れ
る
存
在
に
な
れ
る
よ

う
、
走
り
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

学
生
生
活
の
振
り
返
り
の
決
意

心
理
・
応
用

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科

（
通
称
：
心
コ

ミ
）。入

学

前

は
、
面
白
そ
う
な
名
前
だ
け
ど
、
ど

ん
な
こ
と
や
る
の
か
わ
か
ら
な
く
て

不
安
だ
な
と
思
っ
て
い
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
不
安
は
、
入
学
式

の
す
ぐ
後
に
あ
る
学
科
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
（
心
コ
ミ
新
入
生
歓
迎

会
）
で
一
蹴
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
が

中
心
に
な
っ
て
約
三
ヶ
月
も
準
備
を

し
て
、
こ
れ
か
ら
心
コ
ミ
生
に
な
る

新
入
生
に
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
く
学

科
を
紹
介
す
る
と
い
う
イ
ベ
ン
ト

で
、
学
生
の
力
で
こ
こ
ま
で
の
こ
と

が
で
き
る
の
か
と
驚
か
さ
れ
る
ほ
ど

で
し
た
。

不
安
よ
り
も
期
待
で
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
た
私
は
、
授
業
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
教
職
、
部
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
上
記
の
学
科
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど
多
く
の
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
様
々
な
経
験
を
通
し
て
身
に
つ

い
た
行
動
力
な
ど
を
武
器
に
、
大
学

生
活
で
何
か
大
き
な
こ
と
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
二
年
生
の
終

わ
り
に
学
科
の
先
輩
が
、
地
域
の
小

学
生
の
た
め
に
開
催
し
た
ヤ
チ
フ
ェ

ス
と
い
う
自
作
の
雪
ま
つ
り
に
、
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
た
際
、「
こ
れ

だ
！
来
年
は
自
分
が
や
る
」
と
周
り

の
友
人
に
宣
言
し
、
卒
業
研
究
と
し

て
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

ヤ
チ
フ
ェ
ス
は
、
私
の
大
学
生
活

の
集
大
成
。
共
同
主
催
者
の
三
人
の

ゼ
ミ
の
仲
間
、
濱
保
久
教
授
、
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
く
れ
た
約
五

十
名
の
学
生
と
共
に
、
一
つ
の
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
は
、
私
の
誇
り
で
す
。

入
学
前
の
不
安
は
期
待
に
、
そ
の

期
待
は
現
実
に
な
り
ま
し
た
。
北
星

学
園
大
学
と
大
学
に
通
わ
せ
て
く
れ

た
両
親
に
は
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。
四
年
間
で
得
た
力
を

活
か
し
て
、
立
派
な
社
会
人
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

ふ
り
返
る
と
、そ
こ
に
は

『
時
間
は
休

み
方
を
知
ら
な

い
。
気
ま
ぐ
れ

に
足
を
止
め
る

こ
と
な
く
常
に

流
れ
続
け
て
い
る
。
私
が
手
に
し
た

四
年
間
と
い
う
時
間
も
ま
た
同
じ
こ

と
。
限
ら
れ
た
時
間
だ
か
ら
こ
そ
、

今
の
私
に
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
暇
は

な
い
ん
だ
』
四
年
前
の
四
月
、
親
元

を
離
れ
ひ
と
り
小
さ
な
田
舎
町
か
ら

や
っ
て
き
た
私
は
、
不
安
と
寂
し
さ

で
い
っ
ぱ
い
の
自
分
自
身
に
言
い
聞

か
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
意
識
を

胸
に
月
日
は
流
れ
、
今
、
想
う
こ
と

は
自
分
か
ら
動
き
出
さ
な
け
れ
ば
見

え
る
景
色
は
変
わ
ら
な
い
、
違
う
景

色
を
見
る
た
め
に
は
、
知
ら
な
い
世

界
へ
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
が
必
要
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
こ
の
四
年

間
で
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
の
楽
し
さ

を
学
び
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
・
サ
ハ
リ
ン
州
で
の
交
流

事
業
に
参
加
し
た
こ
と
。
人
生
初
の

か
ま
く
ら
泊
や
野
宿
を
体
験
し
た
子

ど
も
の
自
然
体
験
活
動
に
関
わ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。
新
聞
社
の
企
画

で
学
生
記
者
と
し
て
紙
面
作
り
を
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
自

分
の
足
跡
を
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、

そ
こ
に
あ
る
の
は
人
の
姿
で
す
。
楽

し
い
と
き
も
辛
い
と
き
も
私
を
支
え

て
く
れ
た
家
族
や
友
人
、
期
間
は
短

い
け
れ
ど
密
度
の
濃
い
時
間
を
共
に

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
。
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
代
の
人
々

と
の
出
会
い
は
私
の
視
野
を
広
げ
、

人
を
思
い
や
る
心
の
温
か
さ
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
四
年
間
で
得

た
友
情
と
仲
間
は
、
ど
ん
な
も
の
に

も
か
え
ら
れ
な
い
私
の
大
切
な
、
大

切
な
財
産
で
す
。

見
た
こ
と
の
な
い
景
色
は
ま
だ
ま

だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
私
は
こ
れ

か
ら
も
人
に
誠
実
に
、
そ
し
て
新
し

い
世
界
へ
の
第
一
歩
を
楽
し
め
る
人

間
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

挑
戦
×
実
働
�
デ
キ
ル
人

大

学

時

代

は
、
挑
戦
を
楽

し
む
場
で
し

た
。
札
幌
市
長

と
大
学
で
話
す

イ
ベ
ン
ト
を
催
し
た
り
、
Ｃ
Ｍ
や
キ

ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
等
の
コ
ン
テ
ス
ト
で

賞
を
頂
い
た
り
、
大
学
祭
で
は
、
伝

説
と
も
な
る
１
０
店
舗
の
運
営
を
し

た
り
と
、
勉
学
よ
り
も
実
働
的
な
面

で
の
挑
戦
を
多
々
、
楽
し
ん
で
き
ま

し
た
。
こ
こ
ま
で
前
を
向
い
た
活
動

を
し
て
こ
れ
た
の
は
、
今
の
時
代
の

影
響
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
、
私
の
時
代
は
、
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
や
若
手
起
業
家
ブ
ー
ム
が

あ
り
ま
し
た
、
そ
の
半
面
、
社
会
的

に
若
者
に
元
気
が
な
い
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
現
実
を

目
に
し
、
私
自
身
も
動
き
出
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
て
い
た

わ
け
で
す
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
に
考

え
る
ま
で
の
正
義
感
の
あ
る
学
生

は
、
世
の
中
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
重

要
な
の
は
、
そ
う
い
う
風
に
思
っ
て

い
る
だ
け
の
良
い
子
ち
ゃ
ん
大
学
生

で
は
な
く
、
外
へ
飛
び
出
す
勇
敢
で

単
純
な
大
学
生
で
あ
る
べ
き
こ
と
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
勉
学
も
大
事
な
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

い
く
ら
頭
が
良
く
て
も
、
そ
の
頭
で

考
え
た
案
や
理
想
を
実
働
に
動
か
す

こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
世
の
中
、

誰
も
気
付
く
こ
と
が
な
い
か
ら
で

す
。「
あ
の
案
、
自
分
も
考
え
て
た
ん

だ
」
と
か
「
あ
の
人
、
良
い
こ
と
言

う
な
～
」
と
い
う
類
の
話
を
よ
く
耳

に
し
ま
す
が
、
他
人
に
先
を
越
さ
れ

る
よ
う
な
こ
と
で
は
、
自
ら
の
輝
き

の
場
を
自
ら
放
棄
し
て
い
る
の
と
同

じ
な
の
で
す
。
そ
れ
は
、
実
に
も
っ

た
い
な
い
こ
と
で
す
。
誰
よ
り
も
先

に
素
早
く
挑
戦
す
る
実
働
力
こ
そ

が
、
大
事
な
の
で
す
。
私
は
大
学
時

代
に
培
っ
た
こ
の
力
を
活
か
し
、
社

会
と
い
う
ス
テ
ー
ジ
で
大
爆
発
を
発

生
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

出
会
い
と
別
れ

私
は
、
福
祉

を
学
び
、
将
来

専
門
職
と
し
て

働
く
た
め
に
三

年
次
編
入
生
と

し
て
、
北
星
学
園
大
学
に
入
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
、
沢
山
の
出
会
い
が

待
っ
て
い
ま
し
た
。
友
達
が
い
な
か

っ
た
私
に
も
、
同
じ
道
を
目
指
す
信

頼
で
き
る
友
達
や
ゼ
ミ
の
仲
間
た

ち
、
優
し
い
先
輩
や
頼
も
し
い
後
輩

達
に
恵
ま
れ
て
本
当
に
幸
せ
な
二
年

間
で
し
た
。
書
道
部
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル
の
活
動
を
通
し
て
、
出

会
い
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
同
時

に
ま
わ
り
に
い
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
、
自
分
が
成
長
で
き

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
四
年
生
に
入

り
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
い
う
資
格

を
用
い
て
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
経
験
が
で
き
た
こ
と
は
私
に
と
っ

て
財
産
に
な
り
ま
し
た
。
利
用
者
の

方
の
想
い
や
気
持
ち
に
寄
り
添
っ

た
、
理
想
の
介
助
が
で
き
ず
反
省
す

る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
、
利
用
者
さ
ん
は
、
笑
っ
て
優

し
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
り
、
私
に
生

き
る
強
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
大
好
き
だ
っ
た
利
用
者
さ
ん

が
、
急
に
亡
く
な
り
、
悲
し
い
思
い

も
し
ま
し
た
が
、
利
用
者
さ
ん
の
明

る
い
笑
顔
は
私
の
心
の
中
で
生
き
続

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
に
道
内

男
性
最
高
齢
の
百
十
歳
で
あ
っ
た
曽

祖
父
が
還
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。

私
の
曽
祖
父
は
、
片
目
が
見
え
な
い

障
が
い
者
と
し
て
も
故
郷
に
さ
ま
ざ

ま
な
業
績
を
残
し
ま
し
た
。
九
十
歳

に
な
っ
て
も
牛
の
世
話
を
し
た
り
、

雪
か
き
を
し
た
り
沢
山
の
人
に
希
望

や
元
気
を
く
れ
ま
し
た
。
私
は
、
北

星
学
園
大
学
を
卒
業
し
た
と
い
う
誇

り
を
持
ち
、
自
分
の
経
験
を
大
切
に

し
、
家
族
や
出
会
え
た
す
べ
て
の

人
々
に
対
し
て
の
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
偉
大
な
曽
祖
父
の
よ
う
に

福
祉
や
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

で
す
。
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報
告
の
あ
っ
た
サ
ー
ク
ル
の
み
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

団
体
戦
は
順
位
と
対
戦
結
果
、
個

人
戦
は
順
位
の
み
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
紙
面
の
関
係
上
、
全
国

大
会
及
び
そ
れ
に
準
ず
る
大
会
（
地

区
選
抜
、
代
表
・
代
表
候
補
、
地
区

予
選
の
な
い
全
国
規
模
の
大
会
）
に

出
場
し
た
サ
ー
ク
ル
の
み
を
紹
介
し

て
い
ま
す

《
結
果
の
見
方
》

対
戦
結
果
で
は
、
上
の
方
が
本
学

の
結
果
で
、
下
の
方
が
対
戦
相
手
の

結
果
で
す
。

○
が
本
学
の
勝
利
を
表
し
、
●
は

負
け
を
表
し
ま
す
（
数
字
は
ス
コ

ア
）。ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
部

▼
ミ
ニ
ミ
ニ
カ
ッ
プ
平
成
１９
年
度
第

２９
回
東
日
本
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会

女
子
Ｂ
リ
ー
グ

３
位

○
１４
―
１１
順
天
堂
大
学

●
１５
―
３５
東
北
福
祉
大
学

●
１３
―
５２
小
松
短
期
大
学

▼
高
松
宮
記
念
杯
女
子
第
４３
回
平
成

１９
年
度
全
日
本
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会

女
子

（
一
回
戦
）●
１２
―
５２
京
都
教
育
大
学

競
技
ダ
ン
ス
部

▼
第
４５
回
全
日
本
学
生
選
抜
競
技
ダ

ン
ス
選
手
権
大
会

ラ
テ
ン
の
部

樫
見

大
輔

モ
ダ
ン
の
部

佐
藤

亮
平

藤
原

祐
介

タ
ン
ゴ

３
位

佐
藤

亮
平

▼
第
５２
回
全
日
本
学
生
競
技
ダ
ン
ス

選
手
権
大
会

出
場

佐
藤

亮
平

陸
上
競
技
部

▼
２
０
０
７
全
日
本
学
生
陸
上
競
技

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
出
場

女
子

走
高
跳

一
力

友
美

▼
第
９１
回
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
リ

レ
ー
競
技
大
会

男
子

４
×
４
０
０
�
リ
レ
ー

小
林

靖
幸

熊
谷

健
吾

辻

哲
也

白
川

拓
也

渡
部

優

國
�

槙
史

ラ
ク
ロ
ス
部

▼
第
９
回
全
日
本
ユ
ー
ス
選
抜
選
手

権
大
会

北
海
道
ユ
ー
ス
選
抜

望
月

麻
未

藤
井

朋
子

茂
庭

夕
貴

徳
山

智
代

関
口

美
穂

チ
ア
ダ
ン
ス
部
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｙ
Ｓ

▼
第
７
回
全
日
本
チ
ア
ダ
ン
ス
選
手

権
、
第
５
回
全
日
本
学
生
チ
ア
ダ

ン
ス
選
手
権
大
会

チ
ア
ダ
ン
ス
大
学
生
部
門

１０
位

放
送
研
究
会

▼
第
２４
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
大
学
放
送
コ

ン
テ
ス
ト

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門

４
位

西
尾

幸
奈

北北北北北北北北北北
星星星星星星星星星星
学学学学学学学学学学
園園園園園園園園園園
大大大大大大大大大大
学学学学学学学学学学
教教教教教教教教教教
育育育育育育育育育育

振振振振振振振振振振
興興興興興興興興興興
寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄
付付付付付付付付付付
金金金金金金金金金金
ごごごごごごごごごご
芳芳芳芳芳芳芳芳芳芳
名名名名名名名名名名

募
金
の
ご
協
力
に
深
く

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

二
〇
〇
七
年
七
月
一
日
か
ら

二
〇
〇
八
年
一
月
三
十
一
日
ま
で

（
敬
称
略
）

☆

大
学
（
同
窓
生
）

柴
川

明
子

池
田

公
子

今
津
小
貴
美

編

集

後

記

同
窓
生
の
仲
間
入
り
を
し
た
新
入

会
員
の
皆
様
、
卒
業
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
社
会
人
に
な
っ
て
も
、

同
窓
生
と
北
星
学
園
大
学
は
い
つ
ま

で
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
大
学
が
懐

か
し
く
な
っ
た
と
き
、
年
二
回
皆
様

の
元
に
お
届
け
す
る
こ
の
「
大
谷
地

だ
よ
り
」
に
目
を
通
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
き
っ
と
ま
た
、
学
生
時
代
に

戻
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
れ
る
と

思
い
ま
す
。

尚
、
四
月
か
ら
転
居
等
で
現
住
所

が
変
わ
ら
れ
る
方
は
是
非
同
窓
会
事

務
局
へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
Ｈ
Ｐ
か

ら
メ
ー
ル
で
も
変
更
手
続
き
は
で
き

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

（
事
務
局

小
笹
）

～～
同同
窓窓
会会
奨奨
励励
生生
のの
言言
葉葉
～～

文
学
部

心
理
・
応
用
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

有
本

共
行

文
学
部

心
理
・
応
用
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

瀬
川

有
希

経
済
学
部

経
済
法
学
科

西
山

雄
貴

社
会
福
祉
学
部

福
祉
計
画
学
科

稲
田

実
菜
子

文
学
部

心
理
・
応
用
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

金
田

尚
也

文
学
部

心
理
・
応
用
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

上
道

和
恵
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